
ライセンスおよびソフトウェアアップデー

ト

•ライセンスの表示と管理（1ページ）
•ソフトウェアアップデートの管理（17ページ）

ライセンスの表示と管理
ライセンスによって、使用できる機能と、Cisco EPN Managerで管理できるデバイスのタイプ
および数が決まります。ログインせずに Cisco EPN Managerに接続すると、サーバーが実行し
ているライセンスのタイプを識別するバナーがログインページに表示されます（Cisco EPN
Managerライセンスのタイプ（2ページ）を参照）。Cisco EPN Managerがシングルサインオ
ン（SSO）を使用するように設定されている場合は、バナーの内容を表示してライセンスのタ
イプを確認します。

CiscoEPNManagerは、シスコスマートライセンスと従来のライセンスをサポートしています。
現在、従来のライセンスを使用している場合は、スマートライセンスへの移行が推奨されま

す。2種類のライセンスの違いについては、Cisco.comで紹介している Cisco Smart Licensingの
概要を参照してください。リリース 5.0以降、CiscoEPNManagerの新規インストールのすべて
のインスタンスでスマートライセンスがデフォルトで有効になります。

EPN Managerソフトウェアをバージョン 6.0.xまたは 6.1.xからバージョン 7.1にアップグレー
ドした後、以前にインストールされた EPN Manager 6.xや 4.xライセンス、または適用された
EPNM 6.xや 4.xスマートトークンは、 EPN Manager 7.xによって引き続き認識されます。

つまり、EPNManagerバージョン 7.0または後続の 7.xリリースをインストールした後に、EPN
Manager 6.xまたは 4.xライセンスをアップグレードする必要はありません。

次のトピックでは、シスコスマートライセンスと従来のライセンスの使用方法について説明

します。

•シスコスマートライセンスの使用（5ページ）

•従来のライセンスの使用（14ページ）
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Cisco EPN Managerライセンスのタイプ
Cisco EPNManager 7.xリリースでは、簡素化された新しい EPNManager管理用ライセンスを使
用することになりますが、EPNManager 3.xおよび 4.xリリースで導入された管理用ライセンス
は、EPNManager 7.xリリースでも引き続き機能します。それ以降、Advanced RTMライセンス
は Advantage Add-on RTMライセンスに変更され、Full RTMライセンスは Advantage RTMライ

センスに変更されました。

次のトピックでは、Cisco EPN Managerでサポートされている機能と時間ベースのライセンス
について説明します。

使用権（RTU）ライセンス

RTUライセンス（基本ライセンスとも呼ばれる）は基本的ライセンスとして機能します。デバ
イス数の制限はなく、すべてのアプリケーションとデバイスドライバにアクセスできます。

基本ライセンスには、ノースバウンドライセンスも付帯しています。

デバイスの管理用（RTM）ライセンス

デバイスの RTMライセンスを使用すると、特定のデバイスタイプの特定数のデバイスを管理
できます。RTMライセンスの場合、デバイス数はデバイスタイプの横に表示されます。

サテライトとして設定されたデバイス（Cisco ASR 9000vホストを備えた Cisco ASR 903ルー
タ）は、独立したデバイスとしてカウントされます。

（注）

• RTMライセンスは、特定のデバイスキャパシティ（つまり、小、中、大容量のデバイス）
によって分類されます。

•ノードは、同等のRTMデバイスキャパシティカテゴリを使用してのみ管理できます（た
とえば、大容量 RTMライセンスを使用して大容量ノードを管理できます）。

Cisco EPN Manager 7.xでは、RTMを小規模および大規模に指定することで、次世代プラット
フォームに移行する際にRTMライセンスのポータビリティを実現できます。たとえば、Cisco
ASR 901ルータから次世代 Cisco NCS 520デバイスに移行するユーザーは、両方のデバイスが
小規模カテゴリに属するため、同じ Small RTMライセンスを使用できます。

サイジングとデバイスグループに関する詳細については、『CiscoEPNManagerOrderingGuide』
[英語]を参照してください。

Cisco EPN Managerは、サードパーティのネットワークデバイスも検出します。収集された情
報はWeb GUIに表示されますが、結果は大きく異なる場合があります（Cisco EPN Managerが
デバイスから受信した応答によって異なります）。

RTMライセンスは、GUIに次のように表示されます。

•シスコデバイスの場合：NCS 2002や ASR 9001などのデバイスモデル。

•サードパーティのデバイスの場合：ジェネリック:サードパーティのデバイス。
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RTMライセンスには次の 3つのタイプがあります。

Essential管理用（RTM）ライセンス

CiscoEssentialライセンスは、デバイスインベントリ、シャーシビュー、トポロジ、アラーム、
設定管理など、デバイスの管理性に関連するすべての機能とオプションを有効にする RTMラ
イセンスタイプです（EMSレベルの機能をカバーする RTMライセンス）。

Cisco EPN Manager RTMには、Essentials、Advantage（旧称 Full）、Generic/サードパーティベ
ンダーライセンスの3種類のライセンスが用意されています。Essentialライセンスは、Advantage
Add-on（旧称 Advanced）RTMライセンスを購入することで、Advantageライセンスにアップ
グレードできます（下記を参照してください）。また、Essentialライセンスは、対応する
Advantage Add-onライセンスの前提条件となります。

変更されたのはライセンス名のみであり、ライセンスの内容は同じです。以前のライセンス名

で購入されたライセンスに影響を与えることはありません。

（注）

ライセンスによる違いと付帯するサポートを次の表に示します。

Generic/サードパーティベン
ダーエンタイトルメント

Advantage Add-onエンタイト
ルメント

Essentialエンタイトル
メント

標準インストゥルメンテー

ション（MIB-II、LLDP MIB
など）に基づくインベントリ

情報を使用したデバイス検出

トランスポートビュー

（OCHCC、MPLS-TE、
MPLS-SR）

デバイスインベントリ

（Device Inventory）

トラップサポートサービスビュー（EVPNVPWS
P2P、光回線、TDM2IP）

シャーシビュー*（シス
コ非汎用デバイス）

LLDPに基づく検出によるト
ポロジビュー（CDPを除
く）

マルチレイヤトレースビュートポロジ（物理、論理

（LLDP、CDPな
ど）、およびGeoマッ
プ）

手動リンクの作成高度な可視化（マルチレイ

ヤ、3Dビュー）
アラーム（相関なし）

テンプレートの実行（ASCII
CLI）

エンドツーエンドトランス

ポート/サービスモニタリング
（QoS、Y.1731）

メトリック（デバイス

ごと、SNMPベースの
メトリック）

高度なアラームとメトリック

のレポートおよびダッシュ

ボード

SWIM/設定管理
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Generic/サードパー
ティ

Advantage RTMエッセンシャルサポート範囲

対応対応対応基本的なドライバサポー

ト

対応対応障害サポート

対応対応MBCサポート

対応対応パフォーマンスモニタリ

ング

対応対応SWIMと設定のアーカイ
ブ

対応対応コンプライアンス監査

対応対応対応ライセンシング

対応サービスの管理：L2VPN

対応サービスの管理：L3VPN

対応サービスの管理：
CEM/SATOP

Advantage Add-on管理用（RTM）ライセンス

Cisco Advantage Addon Function RTMライセンスは、Web GUIに Cisco Advantage Add-on管理用
ライセンスとして表示されます。

このライセンスは、サービスディスカバリ、プロビジョニング、サービスプロモーション、

サービスアシュアランス、マルチレイヤトレースの各機能に関連するすべての機能とオプショ

ンを有効にします。これらの機能に関連する機能およびメニューオプションは、ライセンスが

アクティブでない限り表示されません。また、スケジュールされたプロビジョニングジョブの

実行はすべて失敗します。最初のCisco Advantage Addon Right toManage（RTM）ライセンスを
インストールすると、これらの機能とオプションが有効になります。このライセンスの使用状

況は、ライセンスダッシュボードで Cisco EPN Managerのライセンス機能によって追跡および
報告されます。

Advantage管理用（RTM）ライセンス

Essentialと対応するAdvantageAdd-onライセンスを一緒に簡単に注文できるように、CiscoEPN
ManagerではAdvantageライセンスが導入されました。AdvantageRTMライセンスは、Essential
ライセンスとAdvantageAdd-onライセンスを統合し、包括的なライセンスソリューションを提
供します。
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高可用性用の SBYライセンス

スタンバイ（SBY）ライセンスでは、高可用性展開をセットアップできます。高可用性展開で
は、デバイスライセンスと機能ライセンスのすべてをプライマリサーバーにインストールす

る必要があります。

セカンダリサーバーでは追加ライセンスは必要ありません。

ライセンスモデル

Cisco EPN Managerには、さまざまなユーザーのニーズに対応できるよう柔軟なライセンスオ
プションが用意されています。これらのライセンスモデルは、使用権のあるソフトウェアとそ

の機能を提供します。提供されるライセンスモデルは次のとおりです。

•サブスクリプションライセンス：サブスクリプション期間中の使用権を持つソフトウェ
ア。一般的にサブスクリプションモデルは、最新の機能やイノベーションへの迅速なアク

セスを提供し、予測可能性が高いコスト構造を備えています。これらのライセンスは、1
年間、3年間、または 5年間のサブスクリプションライセンスとして提供されます。サブ
スクリプションライセンスにより、アップグレードに加えてテクニカルサポートを利用で

きます。

•永続的ライセンス：無期限の使用権を持つソフトウェア。通常、永続的ライセンスはデバ
イスに固定されています。サポートとメンテナンスを維持するには追加の年間料金が必要

です。アップグレードとテクニカルサポートを利用するには、永続的ライセンスを購入す

る際に、ソフトウェアイノベーションアクセス（SIA）サブスクリプションとテクニカル
サポートサブスクリプションをそれぞれ別途購入する必要があります。これらのサブスク

リプションは、1年、3年、または 5年の期間で提供されます。

•時間ベース（評価）：90日間の試用期間（試用期間が終了すると製品は無効になります）。
時間ベースのライセンスを購入した場合、残り日数はライセンス名の横に表示されます。

Cisco EPN Managerは、Cisco Crosswork Essentialsと Cisco Crosswork Advantageの 2つのスイー
トオプションにパッケージ化された状態でも入手可能です。これらのスイートには、Crosswork
ツールを個別に購入するよりもライセンスコストが低いという利点があります。詳細について

は、Crosswork Essentialsおよび Advantageデータシートを参照してください。

発注および価格に関する詳細については、シスコの営業担当者にお問い合わせください。ま

た、『Cisco EPN Manager Ordering Guide』[英語]の詳細情報を参照してください。このガイド
は、Cisco EPN Managerのライセンスを明確に理解するための参考資料です。

シスコスマートライセンスの使用

シスコでは、シンプルで効率的なシスコスマートライセンスのメカニズムを使用してライセ

ンスを管理することをお勧めしています。

スマートライセンスと従来のライセンスの比較は、Cisco.comのシスコスマートライセンスの
概要に示されています。Cisco EPN Managerでスマートライセンスを有効にした後、Cisco.com
のCisco Smart SoftwareManager（CSSM）にCisco EPNManagerを登録する必要があります。登
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録すると、Cisco EPN ManagerのWeb GUIからすべての Cisco EPN Managerライセンスタイプ
を使用できるようになります。

現在、従来のライセンスを使用している場合は、従来型ライセンスからスマート資格への変換

（10ページ）で説明されているように、既存の Cisco EPN Managerライセンスをいつでもス
マート資格に変換できます。

以降のトピックでは、シスコのスマートライセンスを使用して Cisco EPN Managerライセンス
をセットアップし、管理する方法について説明します。

• Cisco EPN Managerでの Cisco Smart Licensingのセットアップ（6ページ）

•スマートライセンシングを使用した Cisco EPN Managerライセンスの選択（9ページ）

•スマートライセンスダッシュボードのライセンスのしきい値の設定（11ページ）

• Cisco EPN Managerライセンスの使用状況の確認（11ページ）

•スマートライセンスの無効化（12ページ）

•参考：スマート製品の登録とライセンス認証ステータス（13ページ）

Cisco EPN Managerでの Cisco Smart Licensingのセットアップ

Cisco Smart Licensingを使用してライセンスを管理できるように、以下の手順に従って Cisco
Smart Licensingをセットアップします。現在、従来のライセンスを使用している場合、これら
の同じ手順を使用して Cisco Smart Licensingを使用し、都合の良いときに、従来型ライセンス
からスマート資格への変換（10ページ）で説明されている手順に従って、既存の Cisco EPN
Managerライセンスを変換します。

参照先：手順

「Smart Account Request」に移
動し、Webサイトの指示に従
います。

Cisco Systemsでスマートアカウントを作成します。1.

Cisco EPN Managerと Cisco
Smart Software Managerとの間
のトランスポートモードの設

定（7ページ）

Cisco EPN Managerと Cisco.comの CSSMの間の通信
をセットアップします。

2.

Cisco EPN Managerでのスマー
トライセンスの有効化（7
ページ）

Cisco EPNManagerでスマートライセンスを有効にし
ます。

3.

Cisco Smart SoftwareManagerへ
の Cisco EPN Managerの登録
（8ページ）

CSSMからトークンを取得し、CiscoEPNManagerWeb
GUIでそのトークンを入力することによって、Cisco
EPN Managerを Cisco.comの CSSMに登録します。

4.
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スマートライセンシングを使

用したCisco EPNManagerライ
センスの選択（9ページ）

Cisco EPN Managerで使用するライセンスを選択しま
す。

5.

スマートライセンスダッシュ

ボードのライセンスのしきい

値の設定（11ページ）

ライセンスの使用状況をモニターできるように、ス

マートライセンスのダッシュボードをセットアップ

します。

6.

Cisco EPN Managerと Cisco Smart Software Managerとの間のトランスポートモードの設定

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]を選択し、[一般
（General）] > [アカウント設定（Account Settings）]を選択します。

ステップ 2 [スマートライセンスの転送（Smart LicensingTransport）]タブをクリックして、通信モードを選択します。

• [ダイレクトモード（Directmode）]：ライセンス情報を直接クラウドに送信します。これがデフォルト
です。このURLは編集できません。[接続のテスト（Test Connectivity）]をクリックして、接続ステー
タスを確認します。

•トランスポートゲートウェイ：Cisco Smart Call Homeトランスポートゲートウェイまたは Cisco Smart
Licensing Softwareサテライト（顧客宅内にインストール通信にされ、CCSMの機能のサブセットを提
供）を使用します。（詳細については Cisco.comを参照してください）。[URLの入力（Enter URL）]
フィールドに適切なURLを入力します。[接続のテスト（Test Connectivity）]をクリックして、接続ス
テータスを確認します。

• HTTP/HTTPSプロキシ：Cisco EPN Managerとクラウド間の通信に HTTPまたは HTTPSプロキシを使
用します。このオプションを有効にするには、まずプロキシ設定を行う必要があります。[HTTP/HTTPS
プロキシ（HTTP/HTTPSProxy）]ハイパーリンクをクリックして、または [プロキシ（Proxy）]タブを
クリックして、プロキシの設定を追加または編集します。Cisco EPN Managerプロキシサーバーの設
定を参照してください。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックして、転送設定を保存します。

ステップ 4 デフォルト値に戻すには、[リセット（Reset）]をクリックしてから [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

まだ有効化していない場合は、スマートライセンスを有効化します。Cisco EPN Managerでの
スマートライセンスの有効化（7ページ）を参照してください。

Cisco EPN Managerでのスマートライセンスの有効化

始める前に

トランスポートモードが設定されていることを確認してください。CiscoEPNManagerとCisco
Smart Software Managerとの間のトランスポートモードの設定（7ページ）を参照してくださ
い。
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ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンスとソフトウェアアップデート（Licenses and Software Updates）] >
[スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]の順に選択します。

ステップ 2 Cisco EPN Manager Web GUIで Cisco Smart Licensingを有効にします。

a) [ライセンス設定（Licensing Settings）]タブをクリックします。
b) [ライセンシングモード（Licensing Mode）]フィールドで、[スマートソフトウェアライセンシング
（Smart Software Licensing）]ラジオボタンをクリックします。

c) [製品名（Product Name）]ドロップダウンリストから、[Evolved Programmable Network Manager Prime
Infrastructure]を選択します。

d) [スマートソフトウェアライセンシングの有効化（Enable Smart Software Licensing）]をクリックしま
す。この手順が完了したら、設定ステップに進む前にWeb GUIを再起動する必要があることを示すダ
イアログボックスが Cisco EPN Managerに表示されることがあります。

e) ダイアログボックスで [OK]をクリックします。
f) 必要に応じてWeb GUIからログアウトしてから、再びログインします。

次のタスク

次のいずれかを実行します。

• Cisco.comで CSSMに Cisco EPN Managerをまだ登録していない場合、Cisco EPN Manager
は評価モードで実行されます（利用可能な期間は 90日間）。Cisco Smart SoftwareManager
への Cisco EPN Managerの登録（8ページ）の説明に従い、製品を登録します。

• CSSMに Cisco EPN Managerをすでに登録している場合は、使用するライセンスを選択し
ます。スマートライセンシングを使用した Cisco EPNManagerライセンスの選択（9ペー
ジ）を参照してください。

Cisco Smart Software Managerへの Cisco EPN Managerの登録

Cisco EPN Managerを CSSMに登録するには、CSSMからトークンを入手して、そのトークン
を Cisco EPNManagerのWeb GUIに入力する必要があります。この作業が必要になるのは 1回
限りです。何らかの理由で製品インスタンスを再登録する場合は、この手順に従ってくださ

い。

CSSMの使用方法やこのアプリケーションで実行できるその他の操作については、『CiscoSmart
SoftwareManagerUserGuide』を参照してください。たとえば、ライセンス登録やライセンス認
証の更新、Cisco Smart Licensingでの製品の登録解除などがあげられます。

（注）
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始める前に

組織にスマートアカウントがない場合は、software.cisco.comへ移動し、管理エリアで [スマー
トアカウントの申請（Request a Smart Account）]を選択し、指示に従ってアカウントを作成し
ます。

ステップ 1 Cisco Software CentralのWebサイト（software.cisco.com）に移動します。

ステップ 2 トークンを取得します。すでにトークンを取得している場合（たとえば、従来のライセンシングPAKをス
マート資格に変換した場合）は、次のステップに進みます。

製品インスタンスを再登録すると、トークンが CSSMのユーザーインターフェイスにリストされます。
トークンが無効になっている場合は、次の手順に従って新しいトークンを取得できます。

1. Cisco Software Centralで、[ライセンス（License）] > [スマートソフトウェアライセンシング（Smart
Software Licensing）]を選択します。

2. 該当するバーチャルアカウントを選択します。

3. [全般（General）]タブをクリックし、[新規トークン（New Token）]をクリックします。

4. 指示に従って名前、期間、輸出コンプライアンスの適用性を入力してから、諸条件や責任について同
意してください。

5. [トークンの作成（Create Token）]をクリックします。

6. トークン IDをクリップボードにコピーし、次のステップに進みます。

ステップ 3 トークン IDを Cisco EPN ManagerのWeb GUIに入力し、製品を登録します。

1. [管理（Administration）]> [ライセンスとソフトウェアアップデート（Licenses and Software Updates）]>
[スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]の順に選択します。

2. [ライセンス設定（Licensing Settings）]タブをクリックし、[登録トークン（RegistrationToken）]フィー
ルドにトークンを貼り付けます。

3. [登録（Register）]をクリックします。

ステップ 4 Cisco EPN ManagerのWeb GUIからログアウトして、もう一度ログインします。

次のタスク

使用するライセンスを選択します。スマートライセンシングを使用した Cisco EPNManagerラ
イセンスの選択（9ページ）を参照してください。

スマートライセンシングを使用した Cisco EPN Managerライセンスの選択

Cisco EPN Managerを CSSMに登録すると、すべての Cisco EPN Managerライセンスタイプが
Cisco EPN Manager Web GUIにリストされるので、その中から使用するライセンスを選択でき
ます。

ライセンスおよびソフトウェアアップデート
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ステップ 1 これが初回の場合、スマートライセンスを選択します。

a) [管理（Administration）] > [ライセンスおよびソフトウェアアップデート（Licenses and Software
Updates）] > [ライセンス（Licenses）]を選択します。

しばらくすると、CiscoEPNManagerにダイアログボックスが表示され、従来のライセンスを使用して
いないためページにアクセスできないことが通知されます。これは正常です。

b) ダイアログボックスで、[スマートライセンスの設定（Smart License Settings）]をクリックします。
c) [ライセンス設定（Licensing Settings）]タブをクリックします。

ステップ 2 すでにスマートライセンスを使用している場合は、以下の手順に従います。

a) [管理（Administration）]> [ライセンスとソフトウェアアップデート（Licenses and Software Updates）]>
[スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]の順に選択します。

b) [ライセンス設定（Licensing Settings）]タブをクリックします。

ステップ 3 [スマートライセンスの使用状況（Smart License Usage）]で、[ライセンスの選択（Choose Licenses）]をク
リックします。

ステップ 4 [使用可能なライセンス（Available Licenses）]ダイアログボックスでライセンスを選択してから、[保存
（Save）]をクリックします。Cisco EPN Managerがただちに、そのライセンスを使用し始めます。

次のタスク

新しいライセンスに対するスマートライセンスダッシュボードのしきい値を設定します。ス

マートライセンスダッシュボードのライセンスのしきい値の設定（11ページ）を参照して
ください。

従来型ライセンスからスマート資格への変換

従来型のライセンシングを使用してCisco EPNManagerライセンスを管理している場合、Cisco
EPN Managerでの Cisco Smart Licensingのセットアップ（6ページ）で説明しているセット
アップタスクに従うことで、SmartLicensingを設定できます。都合のよいときに、この手順で
説明するように既存の従来型ライセンスをスマート資格に変換してください。Cisco Software
Centralサイトにあるライセンス登録ポータルで製品アクティベーションキー（PAK）番号を
入力する必要があります。

始める前に

• Cisco Software Centralにアクセスするには、Cisco.comアカウントが必要です。アカウント
をお持ちでない場合は、Cisco Software Centralに移動します。

•既存の従来型ライセンスの PAK番号が割り当てられていることを確認します。

ステップ 1 Cisco Software Centralで、[ライセンス（License）] > [従来のライセンス（Traditional Licensing）]の順に
選択します。

ライセンスおよびソフトウェアアップデート
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ステップ 2 [製品ライセンス登録を続行（Continue to Product License Registration）]をクリックしてライセンス登録ポー
タルを開きます。

ステップ 3 [新規ライセンスの取得（Get New License）]フィールドに PAK番号を入力します。複数の PAKを入力す
る場合は、カンマで区切ります。10 PAKまで入力できます。

ステップ 4 [PAK/トークン（PAKs/Tokens）]タブで、スマート資格に変換する PAKを選択してから、[アクション
（Actions）] > [スマート資格への変換（Convert to Smart Entitlements）]の順に選択します。

スマートライセンスダッシュボードのライセンスのしきい値の設定

ライセンスを効率的に管理するには、Cisco EPN Managerのライセンスの失効期限が近づいて
いることを示すようにスマートライセンスダッシュボードを設定します。ここで構成した設

定はシステム全体に影響します。

ステップ 1 [管理（Administration）]> [ライセンスおよびソフトウェアアップデート（LicensesandSoftwareUpdates）]>
[スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]を選択してから、[ライセンスダッ
シュボードの設定（License Dashboard Settings）]タブをクリックします。

ステップ 2 [ライセンスタイプ（License Type）]ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 3 [しきい値（Threshold Value）]フィールドに、値を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

しきい値は [ライセンスの要約（LicenseSummary）]と [ライセンスのデバイスディストリビュー
ション（Device Distribution for License）]のグラフ表示の直線として表されます。

ライセンスが準拠か非準拠かにかかわらず、しきい値を作成してもライセンスのステータスに

は影響しません。また、システム警告イベントやアラームはトリガーされません。代わりに、

制限が近づいていることを示す水平線を [ライセンス（Licensing）]ダッシュボードに設定する
機能が用意されています。

（注）

Cisco EPN Managerライセンスの使用状況の確認

[スマートライセンス（Smart Licensing）]ダッシュボードを使用して、現在のライセンスの使
用状況を確認します。ダッシュボードを開くには、[管理（Administration）] > [ダッシュボー
ド（Dashboards）] > [ライセンスダッシュボード（Licensing Dashboard）]を選択します。基
本的なライセンスのタイプについては、Cisco EPN Managerライセンスのタイプ（2ページ）
を参照してください。
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ダッシュボードで確認する部分これらのライセンス数を表

示するための手順

[ライセンスの要約数（License Summary Count）]：緑は準拠ライ
センス数を示します。赤は非準拠ライセンス数を示します。

現在の日付

[ライセンスの要約（LicenseSummary）]：棒グラフにカーソルを
合わせるとより詳しい説明が表示されます。

特定の週または月

[ライセンスのデバイス配布（Device Distribution for License）]：
[ライセンスの要約（LicenseSummary）]ダッシュレットの上部に
あるライセンスリンクのいずれかをクリックします。詳細を表示

するには、グラフにカーソルを合わせます。

特定のライセンスタイプ

スマートライセンスの無効化

ステップ 1 Cisco EPN Manager Web GUIでライセンス設定を変更します。
a) [管理（Administration）] > [ライセンスおよびソフトウェアアップデート（Licenses and Software

Updates）] > [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]を選択します。

b) ページの下部で [スマートライセンスの無効化（Disable Smart Licensing）]をクリックして、選択内容
を確認します。

ステップ 2 Cisco EPN ManagerWeb GUIからログアウトして、もう一度ログインします。

CiscoEPNManagerはまだ従来のライセンスを使用するよう登録されていないため、再度ログインすると、
すべての機能が無効になります。これは正常です。

ステップ 3 Cisco EPNManager Web GUIで、従来のライセンスを有効にします。（この処理は [スマートライセンスの
設定（Smart License Settings）]ページで行います）
a) [管理（Administration）] > [ライセンスおよびソフトウェアアップデート（Licenses and Software

Updates）] > [ライセンス（Licenses）]を選択します。

しばらくすると、Cisco EPNManagerにダイアログボックスが表示され、従来のライセンスを使用して
いないためページにアクセスできないことが通知されます。これは正常です。

b) ダイアログボックスで、[スマートライセンスの設定（Smart License Settings）]をクリックします。
c) [ライセンス設定（License Settings）]タブをクリックします。
d) [ライセンスモード（Licensing Mode）]で [従来のライセンス（Traditional Licensing）]を選択します。
e) [登録（Register）]をクリックします。

ステップ 4 Cisco EPN Managerからログアウトして、再度ログインします。

ライセンスおよびソフトウェアアップデート
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参考：スマート製品の登録とライセンス認証ステータス

製品登録ステータス

ライセンス登録ステータスは、製品が Cisco.comのシスコスマートソフトウェアライセンシ
ングに正常に登録されているかどうかを表します。

説明ライセンス登録

ステータス

スマートソフトウェアライセンシングは Cisco EPN Managerで有効になっ
ていますが、Cisco EPN Managerは CSSMに登録されていません。

未登録

Cisco EPN Managerは、CSSMに登録されています。Cisco EPN Managerは
ID証明書を受信しています。この ID証明書は、将来シスコのライセンス
担当者との通信に使用されます。

登録済み

Cisco EPNManagerは有効期限までに正常に登録を更新できず、CSSMから
削除されています。

この登録通知の

有効期限が切れ

ました

ライセンス認証ステータス

ライセンス認証ステータスは、購入したライセンスに対するライセンスの使用状況、および

Cisco Smart Licensingに準拠しているかどうかを表しています。購入したライセンス数を超え
ると、その製品ステータスはコンプライアンス違反となります。

説明ライセンス認証

ステータス

Cisco EPN Managerは、評価モードで実行されています（90日で期限切れ
になります）。

評価モード

Cisco EPN Managerに有効なスマートアカウントがあり、登録されていま
す。製品が要求するすべてのライセンスの使用が承認されています。

承認済み

（Authorized）

CiscoEPNManagerは、購入されたライセンス数を超過しました。（特に、
製品インスタンスの仮想アカウントに、1つ以上のライセンスタイプが不
足しています）。

コンプライアン

ス違反

評価期間が終了し、Cisco EPN Managerはライセンスなしの状態になりま
す。

評価期限切れ

CiscoEPNManagerは、認証の有効期限前に、ライセンス認証を正常に更新
できませんでした。

認証が期限切れ

ライセンスおよびソフトウェアアップデート
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従来のライセンスの使用

シスコスマートライセンスに変換することをお勧めします。Cisco EPN Managerでの Cisco
Smart Licensingのセットアップ（6ページ）を参照してください。スマートライセンスを使
用していて、従来のライセンスをもう一度有効にする場合は、スマートライセンスの無効化

（12ページ）を参照してください。

（注）

Cisco EPN Managerは、4時間ごとに従来のライセンスを確認し、ステータスをライセンスロ
グ（/opt/CSOlumos/logs/license.log）に書き込みます。時間ベースのライセンスの有効期限が切
れると、アクティブなセッションを使用しているユーザーは [ライセンス（Lisenses）]ページ
にリダイレクトされ、新しいユーザーはログインできなくなります。RTMライセンスのデバ
イス数が超過している場合は、次のいずれかを実行します。

•デバイスの一部を削除します。毎日のインベントリ収集の後、デバイスは [管理対象
（Managed）]として表示されます。

• RTM数が多いライセンスを取得します。従来のライセンスの追加と削除（14ページ）を
参照してください。

従来のライセンスの詳細については、次のトピックを参照してください。

• Cisco EPN Managerライセンスのタイプ（2ページ）
•従来のライセンスの表示（14ページ）
•従来のライセンスの追加と削除（14ページ）
•従来のライセンスの別のサーバーへの移動（15ページ）

従来のライセンスの表示

現在インストールされている従来の Cisco EPN Managerのライセンスを表示するには、[管理
（Administration）] > [ライセンスとソフトウェア更新プログラム（Licenses and Software
Updates）] > [ライセンス（Licenses）]を選択します。Cisco EPNManagerは、[基本ライセンス
（Base License）]の下のリストに表示されているライセンスをサポートしています。

マルチシェルフデバイスの各シャーシは、個別のライセンスを使用します。たとえば、Cisco
NCS 2006デバイスに 3つのシャーシがある場合、そのデバイスでは 3つのライセンスが使用
されます。

（注）

従来のライセンスの追加と削除

新しい従来のライセンスをインストールするには、元のライセンスが既にサーバー上に存在し

ている必要があります。ライセンスのコピーを作成しないでください。新しい従来のライセン

スを購入するには、www.cisco.com/go/licenseに移動します。ライセンスを正しい順序でインス
トールしていることを確認します。たとえば、他のライセンスで必要となるため、基本ライセ

ンスを最初にインストールする必要があります。
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ライセンスを削除すると、ライセンスの情報すべてがサーバーから削除されます。

ライセンスファイルに手動で変更を加えた場合、Cisco EPN Managerはファイルが破損してい
ると見なしてそのファイルをインストールしません。この場合は、新しいライセンスファイル

を取得します。

注意

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンスとソフトウェアアップデート（Licenses and Software Updates）] >
[ライセンス（Licenses）]の順に選択します。

ステップ 2 [ファイル（File）] > [ライセンスファイル（License Files）]を選択します。

•ライセンスを追加するには、[追加（Add）]をクリックして [ファイルの選択（ChooseFile）]をクリッ
クし、ライセンスファイルの場所を参照し、OKをクリックします。

•ライセンスを削除するには、ライセンスファイルを選択して [削除（Delete）]をクリックします。

従来のライセンスの別のサーバーへの移動

ライセンスを別のサーバーに移動する必要があるのは、高可用性を使用していて、サーバーに

障害が発生した場合のみです。ライセンスを削除する必要がある場合は、従来のライセンスの

追加と削除（14ページ）を参照してください。ライセンスを移動するには、次の手順を実行
します。

ステップ 1 元のサーバーから従来のライセンスを削除します。

ステップ 2 電子メールを licensing@cisco.comに送信し、従来のライセンスの「再ホスト」を要求します。

ステップ 3 従来のライセンスを受け取ったら、新しいサーバーにインストールします。

期限切れのライセンスの更新

Cisco EPN Managerのライセンスの有効期限が切れている場合は、次の手順を実行して更新で
きます。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [ライセンスとソフトウェアアップデート（Licenses and Software Updates）] >
[ライセンス（Licenses）]の順に選択します。

[ライセンス（Licenses）]ページを開きます。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•ページの左上に [要約（Summary）]と [ファイル（Files）]メニューが表示されている場合は、ステッ
プ 4に進みます。

ライセンスおよびソフトウェアアップデート
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•これらのメニューが表示されていない場合は、まず従来のライセンスを登録する必要があります。ス
テップ 3に進みます。

ステップ 3 従来のライセンスを登録し、この手順のステップ 1に戻ります。
a) [管理（Administration）] > [ライセンスおよびソフトウェアアップデート（Licenses and Software

Updates）] > [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]を選択します。

b) [ライセンス設定（Licensing Settings）]タブを選択し、[従来のライセンス（Traditional Licensing）]オ
プションボタンをクリックし、[登録（Register）]をクリックします。

c) Cisco EPN Managerからログアウトしてから、ログインし直します。

ステップ 4 ページの左上の領域から、[ファイル（Files）] > [ライセンスファイル（License Files）]を選択します。

[ライセンスファイル（License Files）]ページが開きます。

ステップ 5 更新するライセンスファイルを選択します。

a) [追加（Add）]をクリックします。

[ライセンスファイルの追加（Add A License File）]ダイアログボックスが表示されます。

b) [ライセンスファイルの選択（Select License File）]フィールドで、[ファイルの選択（Choose File）]を
クリックします。

c) 適切なライセンスファイルまで移動してクリックし、[開く（Open）]をクリックします。
d) [OK]をクリックします。

ステップ 6 Cisco EPN Managerからログアウトしてから、ログインし直します。

ライセンスダッシュボードの表示

[ライセンス（Licensing）]ダッシュボードから、従来のライセンスまたはスマートソフトウェ
アライセンシングが有効になっているかどうか（[アクティブなライセンスモード（Active
LicensingMode）]フィールドで示される）を判別したり、現在使用されているライセンスの数
を表示したりできます。ライセンスモードは、[スマートソフトウェアライセンシング（Smart
Software Licensing）]ページ（[管理（Administration）] > [ライセンスおよびソフトウェアアッ
プデート（Licenses and Software Updates）] > [スマートソフトウェアライセンシング（Smart
Software Licensing）]）から設定できます。

このダッシュボードを開くには、次のいずれかを実行します。

• [管理（Administration）] > [ダッシュボード（Dashboards）] > [ライセンスダッシュボー
ド（Licensing Dashboard）]を選択します。

• [スマートソフトウェアライセンシング（Smart Software Licensing）]ページの右上にある
[ライセンスダッシュボード（Licensing Dashboard）]リンクをクリックします。

ダッシュボードに表示される情報は、有効になっているライセンスモードによって異なりま

す。スマートソフトウェアライセンシングが現在有効になっている場合は、次のダッシュレッ

トが表示されます。

ライセンスおよびソフトウェアアップデート
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• [ライセンスの要約数（License Summary Count）]領域：使用されるライセンスの数と、各
ライセンスタイプのコンプライアンス状態が表示されます。表示されるライセンスの数

は、現在の日付に基づいています。

• [ライセンスの要約（License Summary）]ダッシュレット：特定の期間に各ライセンスタ
イプで使用されるライセンスの棒グラフが表示されます。追加情報を表示するには、グラ

フの上にカーソルを置きます。

• [ライセンスのデバイスディストリビューション（Device Distribution for License）]ダッ
シュレット：特定のライセンスのデバイスディストリビューショングラフを表示するに

は、[ライセンスの要約（LicenseSummary）]ダッシュレットに表示されたグラフの上部に
あるリンクをクリックします。追加情報を表示するには、グラフの上にカーソルを置きま

す。

[ライセンスダッシュボード（License Dashboard）]に表示される情報は、SmartLicenseジョブ
が午前2時（事前設定されている実行時間）に実行された後、毎日更新されます。[ジョブダッ
シュボード（JobDashboard）]にこのジョブを表示するには、[管理（Administration）]> [ダッ
シュボード（Dashboards）] > [ジョブダッシュボード（Job Dashboard）]を選択します。

（注）

従来のライセンスが現在有効になっている場合は、[ライセンス（Licensing）]ダッシュボード
に [従来のライセンス（TraditionalLicensing）]ダッシュレットが表示されます。[ライセンスタ
イプ（License Type）]ドロップダウンリストから対応するオプションを選択して、Small、
Medium、Large、Genericライセンスに関する情報を表示するかどうかを指定します。ダッシュ
レットが更新され、そのライセンスタイプを持つデバイスファミリ、それらのファミリの各

デバイスに割り当てられているトークンの数、現在使用されていないトークンの数などの情報

が表示されます。

関連トピック

Cisco EPN Managerでの Cisco Smart Licensingのセットアップ（6ページ）
Cisco EPN Managerでのスマートライセンスの有効化（7ページ）
Cisco Smart Software Managerへの Cisco EPN Managerの登録（8ページ）
スマートライセンスダッシュボードのライセンスのしきい値の設定（11ページ）
スマートライセンスの無効化（12ページ）
参考：スマート製品の登録とライセンス認証ステータス（13ページ）

ソフトウェアアップデートの管理
•ソフトウェアアップデートとは（18ページ）
•インストール済み製品ソフトウェアのバージョンの表示（18ページ）
•ソフトウェアアップデートに関する通知の有効化または無効化（19ページ）
•インストール済みのソフトウェアアップデートの表示（19ページ）
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ソフトウェアアップデートとは

シスコでは、Cisco EPN Managerソフトウェアに対するアップデートを定期的に提供していま
す。これらのアップデートは、次のカテゴリに分類されます。

•重要修正：ソフトウェアの重要な修正を提供します。これらのアップデートが利用可能に
なったら、ただちにこれらのすべてをダウンロードして適用することが強く推奨されま

す。

•デバイスサポート：Cisco EPN Managerがリリース時点でサポートしていなかったデバイ
スを管理するサポートを追加します。

•アドオン：現在使用中の Cisco EPN Managerバージョンを補完するための新しい機能を提
供します（新しい GUI画面や機能が含まれることもあります）。これには、Cisco EPN
Managerのメンテナンスパックとメンテナンスパックポイントパッチが含まれます。

Cisco EPN Managerに表示されるアップデート通知は、管理者によって指定された通知設定に
よって異なります。ソフトウェアアップデートに関する通知の有効化または無効化（19ペー
ジ）を参照してください。すべてのソフトウェアアップデートが .ubfファイルにパッケージ
化されます。大容量のアップデートには、インストールするものを選択可能な個別の小容量の

アップデートが含まれている場合があります。アップデートをインストールすると、CiscoEPN
Managerが次の処理を実行します。

•ファイルの発行者が Cisco Systemsであり、ファイルが改ざんされていないことを確認す
る

•必要な他のアップデートを自動的にインストールする

http://www.cisco.comに接続できる場合は、Cisco.comから直接アップデートをダウンロードし
てインストールできます。インターネット接続がない場合は、必要な接続を備えたサーバーか

らアップデートをコピーして、そこからインストールします。

メンテナンスパックのインストール手順については、『Cisco EPNManager Installation Guide』
を参照してください。ポイントパッチのインストール手順については、Cisco.comのソフトウェ
アダウンロードのページのパッチファイルに付属する readmeファイルを参照してください。

インストール済み製品ソフトウェアのバージョンの表示

次のいずれかの方法で Cisco EPN Manager製品バージョンを確認します。

• Web GUIから、ページの右上の設定アイコンをクリックし、[ヘルプ（Help）] > [Cisco
EPN Managerについて（About Cisco EPN Manager）]を選択します。

• CLIから、次の名前のファイルの内容を表示します。

#cat /opt/CSCOlumos/installedComponentsVersions.xml

CLIを使用するには、Cisco EPN Managerサーバーとの SSHセッションの確立を参照してくだ
さい。

ライセンスおよびソフトウェアアップデート
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インストール済みのソフトウェアアップデートの表示

Web GUIにログインしていない場合は、ログインページから [インストール済みアップデート
の表示（View InstalledUpdates）]をクリックすると、ソフトウェアアップデートを一覧表示す
るポップアップウィンドウを表示できます。

Web GUIにログインしている場合は、次の 2つの方法でソフトウェアアップデートを表示で
きます。

• [Cisco EPN Managerのバージョン情報（About Cisco EPN Manager）]ページで、ページの
右上にある設定アイコンをクリックし、[Cisco EPN Managerのバージョン情報（About
CiscoEPNManager）]をクリックしてから、[インストール済みアップデートの表示（View
Installed Updates）]をクリックします。（[インストール済みアップデートの表示（View
Installed Updates）]リンクは、ログインページにもあります）。

• [管理（Administration）] > [ライセンスおよびソフトウェアアップデート（Licenses and
Software Updates）] > [ソフトウェアアップデート（Software Update）]を選択します（こ
の方法を使用すると、最も詳細な情報が表示されます）。

[ソフトウェアアップデート（Software Update）]ページに 2つのタブが表示されます。

•インストール済みの更新プログラム（Installed Updates）：Cisco EPN Managerで現在使用
されているアップデート。

•アップロード済みアップデートファイル（UploadedUpdateFiles）：サーバーにアップロー
ドされているアップデートファイル（使用されていないファイルを含む）。[対応するアッ
プデート（CorrespondingUpdates）]フィールドには、アップロード済みの前提条件のアッ
プデートも一覧表示されます。

アップデートファイルがまだインストールされていない場合は、削除できます。ファイル

を選択し、[削除（Delete）]ボタンをクリックします。

ソフトウェアアップデートに関する通知の有効化または無効化

デフォルトでは、Cisco EPN Managerは [ソフトウェアアップデート（Software Updates）]ペー
ジに有効なすべてのアップデートに関する情報を表示します。このリストはかなり長くなる場

合があるため、表示する内容と通知対象とするアップデートを調整することをお勧めします。

また、すべての通知を無効にして、後で再び有効にすることもできます。

ソフトウェアアップデートの通知を設定します。

a) [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]の順に選択し、[一
般（Genera）] > [ソフトウェアアップデート（Software Update）]を選択します。

b) [通知設定（Notification Settings）]で、アップデートのカテゴリをオンまたはオフにします。すべての
通知を無効にするには、カテゴリが 1つもオンになっていない状態にします。カテゴリの説明につい
ては、次を参照してください。ソフトウェアアップデートとは（18ページ）
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c) [保存（Save）]をクリックします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


